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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ装置によって実行される検索結果をランク付けする方法であって、
　キーワード要素決定ユニットが、キーワードに関連する１つ以上のキーワード要素を決
定することであって、前記１つ以上のキーワード要素は、検索エンジンに入力されたキー
ワードの中で予め定められた閾値よりも高い入力率を有するキーワードに基づいて生成さ
れることと、
　第１の関連性値決定ユニットが、前記キーワードに基づいて得られたそれぞれの検索結
果に対して、キーワード要素、検索結果、ならびに前記検索結果と前記キーワード要素と
の関連性を測定するために使用される第１の関連性値の間の予め記憶された対応関係から
、前記キーワードに基づいて得られた前記検索結果および決定された前記１つ以上のキー
ワード要素の両方に対応する第１の関連性値を別々に決定し、前記キーワードと前記決定
されたキーワード要素との関連性を測定するために使用される第２の関連性値を別々に決
定することと、
　ランク付けスコア決定ユニットが、前記第１の関連性値および前記第２の関連性値を使
用して、前記キーワードに基づいて得られたそれぞれの検索結果のランク付けスコアを別
々に決定することと、
　ランク付けユニットが、それぞれの検索結果の前記ランク付けスコアに基づいて、前記
検索結果のランク付け順を指示するために使用されるランク付け情報を決定することと、
を含む、方法。
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【請求項２】
　前記第１の関連性値および前記第２の関連性値を使用して、前記キーワードに基づいて
得られたそれぞれの検索結果のランク付けスコアを別々に決定することは、
　前記キーワードに基づいて得られた前記検索結果のそれぞれに対して、
　　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記キーワード要素が検索のキーワードと
して使用される前記検索結果が提示されるたびに、最高広告収入のデータ値を決定し、
　　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関
連性を測定するために使用される第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要素
との関連性を測定するために使用される第２の関連性値、および最高広告収入の前記デー
タ値に基づいて、前記検索結果のランク付けスコアを決定し、
　　前記検索結果のランク付けスコアとして前記キーワード要素のそれぞれの前記ランク
付けスコアから最高スコアを選択する、行為を行うことを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連
性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要
素との関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、および最高広告収入の前
記データ値に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコアを決定することは、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果が属する情報カテゴリと前記キ
ーワード要素が属する情報カテゴリとの関連性を測定するために使用されるカテゴリ特性
スコアを決定することと、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連
性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要
素との関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の前記デー
タ値、および前記カテゴリ特性スコアに基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコア
を決定することと、を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連
性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要
素との関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、および最高広告収入の前
記データ値に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコアを決定することは、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記キーワード要素が検索の前記キーワード
として使用される前記検索結果と関連付けられるクリック率を決定することと、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との前記
関連性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワー
ド要素との前記関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の
前記データ値、および前記クリック率に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコア
を決定することと、を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との前記
関連性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワー
ド要素との前記関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の
前記データ値、および前記クリック率に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコア
を決定することは、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果が属する情報カテゴリと前記キ
ーワード要素が属する情報カテゴリとの関連性を測定するために使用されるカテゴリ特性
スコアを決定することと、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との前記
関連性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワー
ド要素との前記関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の
前記データ値、前記クリック率、および前記カテゴリ特性スコアに基づいて、前記検索結
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果の前記ランク付けスコアを決定することと、を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記キーワード要素は、前記キーワードを分割することによって生成されるキーワード
要素、前記キーワードから特殊文字を削除した後に残るキーワード要素、前記キーワード
に近い意味を有するキーワード要素、前記キーワードが属する情報カテゴリに関連すると
決定されるキーワード要素、ならびに他のキーワードと前記キーワードとの共起の確率に
基づいて決定されるキーワード要素を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の関連性値決定ユニットが、勾配ブースト決定木（ＧＢＤＴ）または線形モデ
ルを使用して、前記キーワードに基づいて得られた前記検索結果および決定された前記１
つ以上のキーワード要素の両方に対応する前記第１の関連性値を計算することをさらに含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　コンピュータ装置によって実行される検索方法であって、
　検索要求受信ユニットが、キーワードを含む検索要求を受信することと、
　ランク付け情報決定ユニットが、前記キーワードに基づいて検索結果を求め、前記検索
結果のランク付け順を指示するために使用されるランク付け情報を決定することと、
　送信ユニットが、前記検索結果および前記ランク付け情報を前記検索要求に対応する送
信者の装置に送信し、前記ランク付け情報に従って前記検索結果を順序付けるように前記
送信者の装置に指示することと、を含む、方法であって、前記方法は、
　キーワード要素決定ユニットが、前記キーワードに関連するキーワード要素を決定する
ことであって、前記キーワード要素は、検索エンジンに入力されたキーワードの中で予め
定められた閾値よりも高い入力率を有するキーワードに基づいて生成されることと、
　第１の関連性値決定ユニットが、前記キーワードに基づいて得られたそれぞれの検索結
果に対して、前記キーワード要素、前記検索結果、ならびに前記検索結果と前記キーワー
ド要素との関連性を測定するために使用される第１の関連性値の間の予め記憶された対応
関係から、前記検索結果および前記キーワード要素の両方に対応する第１の関連性値を別
々に決定し、前記キーワードと前記決定されたキーワード要素との関連性を測定するため
に使用される第２の関連性値を別々に決定することと、
　ランク付けスコア決定ユニットが、前記第１の関連性値および前記第２の関連性値を使
用して、前記キーワードに基づいて得られたそれぞれの検索結果のランク付けスコアを別
々に決定することであって、前記ランク付け情報を決定することが、それぞれの検索結果
の前記ランク付けスコアに基づいて、前記検索結果の前記ランク付け順を指示するために
使用される前記ランク付け情報を決定することを含むことと、
をさらに含む、方法。
【請求項９】
　前記第１の関連性値および前記第２の関連性値を使用して、前記キーワードに基づいて
得られたそれぞれの検索結果のランク付けスコアを別々に決定することは、
　前記キーワードに基づいて得られた検索結果のそれぞれに対して、
　　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記キーワード要素が検索のキーワードと
して使用される前記検索結果が提示されるたびに、最高広告収入のデータ値を決定し、
　　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関
連性を測定するために使用される第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要素
との関連性を測定するために使用される第２の関連性値、および最高広告収入の前記デー
タ値に基づいて、前記検索結果のランク付けスコアを決定し、
　　前記検索結果のランク付けスコアとして前記キーワード要素のそれぞれの前記ランク
付けスコアから最高スコアを選択する、行為を行うことを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連
性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要
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素との関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、および最高広告収入の前
記データ値に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコアを決定することは、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果が属する情報カテゴリと前記キ
ーワード要素が属する情報カテゴリとの関連性を測定するために使用されるカテゴリ特性
スコアを決定することと、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連
性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要
素との関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の前記デー
タ値、および前記カテゴリ特性スコアに基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコア
を決定すること、を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連
性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要
素との関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、および最高広告収入の前
記データ値に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコアを決定することは、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記キーワード要素が検索の前記キーワード
として使用される前記検索結果と関連付けられるクリック率を決定することと、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との前記
関連性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワー
ド要素との前記関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の
前記データ値、および前記クリック率に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコア
を決定することと、を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との前記
関連性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワー
ド要素との前記関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の
前記データ値、および前記クリック率に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコア
を決定することは、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果が属する情報カテゴリと前記キ
ーワード要素が属する情報カテゴリとの関連性を測定するために使用されるカテゴリ特性
スコアを決定することと、
　前記キーワード要素のそれぞれに対して、前記検索結果と前記キーワード要素との前記
関連性を測定するために使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワー
ド要素との前記関連性を測定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の
前記データ値、前記クリック率、および前記カテゴリ特性スコアに基づいて、前記検索結
果の前記ランク付けスコアを決定することと、を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記キーワード要素は、前記キーワードを分割することによって生成されるキーワード
要素、前記キーワードから特殊文字を削除した後に残るキーワード要素、前記キーワード
に近い意味を有するキーワード要素、前記キーワードが属する情報カテゴリに関連すると
決定されるキーワード要素、ならびに他のキーワードと前記キーワードとの共起の確率に
基づいて決定されるキーワード要素を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の関連性値決定ユニットが、勾配ブースト決定木（ＧＢＤＴ）または線形モデ
ルを使用して、前記キーワードに基づいて得られた前記検索結果および決定された前記キ
ーワード要素の両方に対応する前記第１の関連性値を計算することをさらに含む、請求項
８に記載の方法。
【請求項１５】
　キーワードに関連するキーワード要素を決定するように構成されるキーワード要素決定
ユニットであって、前記キーワード要素は、検索エンジンに入力されたキーワードの中で
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予め定められた閾値よりも高い入力率を有するキーワードに基づいて生成される、キーワ
ード要素決定ユニットと、
　前記キーワードに基づいて得られたそれぞれの検索結果に対して、キーワード要素、検
索結果、ならびに前記検索結果と前記キーワード要素との関連性を測定するために使用さ
れる第１の関連性値の間の予め記憶された対応関係から、前記キーワードに基づいて得ら
れた前記検索結果および決定された前記キーワード要素の両方に対応する第１の関連性値
を別々に決定し、かつ前記キーワードと前記キーワード要素決定ユニットによって決定さ
れた前記キーワード要素との関連性を測定するために使用される第２の関連性値を別々に
決定するように構成される、第１の関連性値決定ユニットと、
　前記キーワードと前記キーワード要素決定ユニットによって決定された前記キーワード
要素との関連性を測定するために使用される第２の関連性値を別々に決定するように構成
される、第２の関連性値決定ユニットと、
　前記第１の関連性値決定ユニットによって決定された前記第１の関連性値および前記第
２の関連性値決定ユニットによって決定された前記第２の関連性値を使用して、前記キー
ワードに基づいて得られるそれぞれの検索結果のランク付けスコアを別々に決定するよう
に構成される、ランク付けスコア決定ユニットと、
　前記ランク付けスコア決定ユニットによって決定されるそれぞれの検索結果の前記ラン
ク付けスコアに従って前記検索結果のランク付け順を指示するために使用される前記ラン
ク付け情報を決定するように構成される、ランク付けユニットと、を備える、装置。
【請求項１６】
　前記ランク付けスコア決定ユニットは、
　前記キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれの
キーワード要素に対して、前記キーワード要素がキーワードとして使用される前記検索結
果が提示されるたびに、得られる最高広告収入のデータ値を決定するように構成される、
最高広告収入データ値決定サブユニットと、
　前記キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれの
キーワード要素に対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連性を測定するため
に使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要素との関連性を測
定するために使用される前記第２の関連性値、および前記最高広告収入データ値決定サブ
ユニットによって決定された最高広告収入の前記データ値に基づいて、前記検索結果の前
記ランク付けスコアを決定するように構成される、ランク付けスコア決定サブユニットと
、
　関連付けられた検索結果のランク付けスコアとして前記ランク付けスコア決定サブユニ
ットによって決定された前記キーワード要素の前記ランク付けから最高ランク付けスコア
を選択するように構成される、ランク付けスコア選択サブユニットと、を備える、請求項
１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ランク付けスコア決定サブユニットは、
　前記キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれの
キーワード要素に対して、前記検索結果が属する情報カテゴリと前記キーワード要素が属
する情報カテゴリとの関連性を測定するカテゴリ特性スコアを決定するように構成される
、カテゴリ特性スコア決定モジュールと、
　前記キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれの
キーワード要素に対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連性を測定するため
に使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要素との関連性を測
定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の前記データ値、および前記
カテゴリ特性スコア決定モジュールによって決定された前記カテゴリ特性スコアに基づい
て、前記検索結果の前記ランク付けスコアを決定するように構成される、ランク付けスコ
ア決定モジュールと、を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
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　前記ランク付けスコア決定サブユニットは、
　前記キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれの
キーワード要素に対して、前記キーワード要素を使用することが検索のキーワードとして
使用されるときに、前記検索結果と関連付けられるクリック率を決定するように構成され
る、クリック率決定モジュールと、
　前記キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれの
キーワード要素に対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連性を測定するため
に使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要素との関連性を測
定するために使用される前記第２の関連性値、前記最高広告収入データ値決定サブユニッ
トによって決定された最高広告収入の前記データ値、および前記クリック率決定モジュー
ルによって決定された前記クリック率に基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコア
を決定するように構成される、ランク付けスコア決定モジュールと、を備える、請求項１
６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ランク付けスコア決定サブユニットは、
　前記キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれの
キーワード要素に対して、前記検索結果が属する情報カテゴリと前記キーワード要素が属
する情報カテゴリとの関連性を測定するカテゴリ特性スコアを決定するように構成される
、カテゴリ特性スコア決定サブモジュールと、
　前記キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれの
キーワード要素に対して、前記検索結果と前記キーワード要素との関連性を測定するため
に使用される前記第１の関連性値、前記キーワードと前記キーワード要素との関連性を測
定するために使用される前記第２の関連性値、最高広告収入の前記対応するデータ値、前
記クリック率、および前記カテゴリ特性スコア決定サブモジュールによって決定された前
記カテゴリ特性スコアに基づいて、前記検索結果の前記ランク付けスコアを決定するよう
に構成される、ランク付けスコア決定サブモジュールと、を備える、請求項１８に記載の
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連特許出願の相互参照）
　本出願は、２０１１年１０月３１日出願の中国特許出願第２０１１１０３３８６０９．
６号、名称「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｏｆ　Ｒａｎｋｉｎｇ　Ｓｅ
ａｒｃｈ　Ｒｅｓｕｌｔｓ，ａｎｄ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒ
ａｔｕｓ」の外国優先権を主張するものであり、参照によりその全体が本明細書に組み込
まれる。
【０００２】
　本開示は、データ検索技術の分野に関し、具体的には検索結果をランク付けする方法お
よび装置ならびに検索方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　インターネット検索技術の分野では、キーワード検索は、ユーザから入力される検索キ
ーワード（クエリーとも呼ばれる）に基づいて、検索エンジンサーバによって膨大な量の
データから生成される指標から検索キーワードと一致する指標を検索すること、およびユ
ーザへの指標に対応する検索結果（すなわち、求められたデータ）を提示することに対応
する。検索結果を提示すると、検索結果は、検索キーワードとのそれぞれの関連性に従っ
て最初にランク付けされ、次いでユーザに提示されてもよい。
【０００４】
　一般的に、検索結果が提示されるウェブページ上の検索結果をランク付けするための原
理は、検索結果と関連付けられた検索キーワードとの関連性の降順に、上から下に（また
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はフロントエンドからバックエンドへ）検索結果を配列することである。検索結果と検索
キーワードとの関連性値が検索結果とユーザの検索意図との関連性度を反映するため、上
記のランク付け原理を採用する利点は、ユーザの検索意図を表すそれらの結果がウェブペ
ージで比較的より高い（またはよりフロントエンド）位置に示されることである。したが
って、これらの結果は、ユーザによってより容易に気付かれ、それ故にユーザの検索体験
を改善することができる。
【０００５】
　検索結果と検索キーワードとのそれぞれの関連性に従って検索結果のランク付けを達成
するために、既存の技術は、いくつかのランク付けモデルを提供し、これは、比較的十分
に開発されたモデルが千回ごとに検索結果を表示することによって広告収入を得る「１０
００あたりの有効単価（ＥＣＰＭ）」ランク付けモデルであり、ＥＣＰＭモデルと略称さ
れる。ＥＣＰＭモデルの基本理念は、検索結果のそれぞれのランク付けスコアを計算し、
計算されたランク付けスコアに基づいて検索結果のランク付け順を決定することである。
具体的には、このモデルは、以下の数式［１］などのランク付けスコアを計算する数式を
用いる。　
【０００６】
【数１】

【０００７】
　式中、Ｓｉはキーワード検索のｉ番目の検索結果のランク付けスコアであり、Ａｉはｉ
番目の検索結果とキーワードとの関連性を測定する関連性値であり、γｉはＳｉに与える
Ａｉの影響を調整するために使用される重み値であり、Ｃｉは、ｉ番目の検索結果が提示
されるたびに、得られ得る最高広告収入のデータ値である。
【０００８】
　一般的に、Ａｉは、一連の特性に対応する固有ベクトルを機械学習モデルに代入するこ
とによって計算されることが可能である。例示的な特性関連情報が以下のように表１に示
される。
【０００９】
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【００１０】
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【表１－２】

【００１１】
　特定のキーワードの場合、キーワードとキーワードに基づいて求められるｉ番目の検索
結果との関連性を反映する関連性値を計算するために、表１の固有ベクトルｖ１～ｖｎが
最初に計算されてもよく、次いで重み値ｗ１～ｗｎがそれに応じて決定されてもよい。ｖ

１～ｖｎおよびｗ１～ｗｎの値に基づいて、Ａｉは、以下の数式［２］を使用して決定さ
れてもよい。　
【００１２】
【数２】

【００１３】
　過去の経験に基づいて、クリックフィードバックに関連するｖｎ（例えば、ｖ８など）
がＡｉを計算するために使用されるときに、ｖｎは通常、最終的に計算されたＡｉに最大
の影響を与える。
【００１４】
　頻繁に入力され、比較的少ないキーワード要素を含む「最も検索されたキーワード」の
場合、クリックフィードバックに関連するｖ８などの固有ベクトルは、比較的多数の検索
結果が通常、最も検索されたキーワードに基づいて求められるため比較的正確である。し



(10) JP 6073345 B2 2017.2.1

10

20

30

40

50

たがって、検索結果のより良いランク付け方式が最後に得られ得る。しかしながら、入力
頻度がより低く、より多くのキーワード要素を含む「ロングテールキーワード」の場合、
ロングテールキーワードに基づく検索で得られる検索結果の数は通常、最も検索されたキ
ーワードと比較して非常に少ない。したがって、クリックフィードバックに関連する固有
ベクトルは、これらの不十分な検索結果に基づいて決定されるのは難しい。したがって、
検索結果とキーワードとの関連性を測定する上記の数式［２］に基づいて計算される関連
性値は通常、十分に正確ではなく、検索結果の不正確なランク付けにつながる。さらに、
不正確なランク付け結果は、ユーザに検索を繰り返させ、それ故に検索サーバの作業負荷
を増大させるだけではなくネットワーク帯域の占有を増大させ得る。
【発明の概要】
【００１５】
　本概要は、発明を実施するための形態にさらに後述される簡略化された形態で概念の選
択を紹介するために提供される。本概要は、特許請求の主題のすべての重要な特徴または
本質的な特徴を識別するように意図されず、また特許請求の主題の範囲を決定することの
補助としてのみに使用されることを意図されない。例えば、用語「技法」は、上記の文脈
によって、かつ本開示にわたって認められるようにデバイス（複数可）、システム（複数
可）、方法（複数可）、および／またはコンピュータ可読命令を指すことができる。
【００１６】
　本開示の実施形態は、検索サーバの作業負荷およびネットワーク帯域の占有が低減され
得るように、既存の技術がロングテールキーワードのために求められる検索結果をランク
付けするために使用されるときに不正確なランク付けの問題を解決するために検索結果を
ランク付けする方法および装置を提供する。
【００１７】
　本開示の実施形態は、検索方法および装置をさらに提供する。
【００１８】
　本開示の実施形態は、以下の技術的方式を採用する。
【００１９】
　検索結果をランク付けする方法は、キーワードに関連するキーワード要素を決定するこ
とと、キーワードに基づいて得られたそれぞれの検索結果に対して、キーワード要素、検
索結果、ならびに検索結果とキーワード要素との関連性を測定するために使用される第１
の関連性値の間の予め記憶された対応関係から、キーワードに基づいて得られた検索結果
および決定されたキーワード要素の両方に対応する第１の関連性値をそれぞれ決定し、キ
ーワードと決定されたキーワード要素との関連性を測定するために使用される第２の関連
性値をそれぞれ決定することと、第１の関連性値および第２の関連性値を使用して、キー
ワードに基づいて得られたそれぞれの検索結果のランク付けスコアをそれぞれ決定するこ
とと、それぞれの検索結果のランク付けスコアに基づいて、検索結果のランク付け順を指
示するために使用されるランク付け情報を決定することとを含む。
【００２０】
　検索方法は、キーワードを含む検索要求を受信することと、キーワードに基づいて関連
した検索結果を求め、検索結果のランク付け順を指示するために使用されるランク付け情
報を決定することと、検索結果およびランク付け情報を検索要求に対応する送信者の装置
に送信し、ランク付け情報に従って検索結果を順序付けるように送信者の装置に指示する
こととを含み、ランク付け情報が検索結果をランク付けする前述の方法を使用して決定さ
れ得る。
【００２１】
　検索結果をランク付けする装置は、キーワードに関連するキーワード要素を決定するよ
うに構成されるキーワード要素決定ユニットと、キーワードに基づいて得られたそれぞれ
の検索結果に対して、キーワード要素、検索結果、ならびに検索結果とキーワード要素と
の関連性を測定するために使用される第１の関連性値の間の予め記憶された対応関係から
、キーワードに基づいて得られた検索結果および決定されたキーワード要素の両方に対応
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する第１の関連性値をそれぞれ決定し、かつキーワードとキーワード要素決定ユニットに
よって決定されるキーワード要素との関連性を測定するために使用される第２の関連性値
をそれぞれ決定するように構成される第１の関連性値決定ユニットと、キーワードとキー
ワード要素決定ユニットによって決定されるキーワード要素との関連性を測定するために
使用される第２の関連性値をそれぞれ決定するように構成される第２の関連性値決定ユニ
ットと、第１の関連性値決定ユニットによって決定された第１の関連性値および第２の関
連性値決定ユニットによって決定された第２の関連性値を使用して、キーワードに基づい
て得られるそれぞれの検索結果のランク付けスコアをそれぞれ決定するように構成される
ランク付けスコア決定ユニットと、ランク付けスコア決定ユニットによって決定されたそ
れぞれの検索結果のランク付けスコアに従って検索結果のランク付け順を指示するために
使用されるランク付け情報を決定するように構成されるランク付けユニットとを含む。
【００２２】
　検索装置は、キーワードを含む検索要求を受信するように構成される検索要求受信ユニ
ットと、検索要求受信ユニットによって受信される検索要求内に含まれるキーワードに基
づいて、関連した検索結果を求めるように構成される検索ユニットと、検索ユニットによ
って求められた検索結果のランク付け順を指示するために使用されるランク付け情報を決
定するように構成されるランク付け情報決定ユニットと、検索ユニットによって得られた
検索結果およびランク付け情報決定ユニットによって決定されたランク付け情報を検索要
求に対応する送信者の装置に送信し、かつランク付け情報に従って検索結果を順序付ける
ように送信者の装置に指示するように構成される送信ユニットとを含み、ランク付け情報
決定ユニットが検索結果をランク付けする前述の装置を含み得る。
【００２３】
　本開示の実施形態の利点は以下の通りである。
【００２４】
　本開示の実施形態によって提供される技術的方式を使用して、ロングテールキーワード
に対応する検索結果のランク付けスコアが決定されるとき、ロングテールキーワードと検
索結果との関連性を測定する関連性値が直接計算される必要はない。それよりむしろ、ロ
ングテールキーワードと検索結果との関連性は、ロングテールキーワードとキーワード要
素との関連性、ならびにキーワード要素と検索結果との関連性に変換される。キーワード
要素に基づいて得られる検索結果の数が通常、ロングテールキーワードに基づいて得られ
た検索結果の数より多いため、クリックフィードバックに関連し、かつキーワード要素と
検索結果との関連性を測定する関連性値を計算するのに使用される固有ベクトルは比較的
正確である。したがって、ランク付けスコアの精度、それ故、検索結果のランク付けの精
度が改善され、ひいては検索サーバの作業負荷およびネットワーク帯域の占有を低減する
。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本開示の実施形態において提供される検索結果をランク付けする方法を例示する
フローチャートを示す。
【図２】本開示の実施形態において提供される技術的方式を実施するためのシステムを例
示する構造図を示す。
【図３】実践での例示的な方法を例示するフローチャートを示す。
【図４】本開示の実施形態において提供される検索結果をランク付けする装置の構造図を
示す。
【図５】図４に記載されるような例示的な装置の構造図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　既存の技術がロングテールキーワードについて求められた検索結果をランク付けするた
めに使用される際の不正確なランク付けの問題を克服するために、本開示の実施形態は、
検索結果をランク付けする方法を提供する。ロングテールキーワードと検索結果との関連
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性をロングテールキーワードとキーワード要素との関連性ならびにキーワード要素と検索
結果との関連性に変換することによって、クリックフィードバックに関連し、かつ関連性
値を計算するのに使用される固有ベクトルがより正確になる。したがって、ランク付けス
コアの精度は改善され、それ故に検索結果のランク付けの精度を改善することができる。
【００２７】
　本開示の実施形態において提供される方法を実施する特定のプロセスが、添付の図とと
もに以下に詳細に記載される。
【００２８】
　図１は、本開示の実施形態において提供される検索結果をランク付けする方法を例示す
るフローチャートを示し、これは、以下の手順を含む。
【００２９】
　ブロック１１では、キーワードに関連するキーワード要素を決定する。
【００３０】
　本実施形態では、ユーザクライアントから送信されるキーワードに関連するキーワード
要素は、クエリーリライト（ＱＲ）などを含むが限定されない技術を使用して決定されて
もよい。一般的に、キーワードを分割することによって生成されるキーワード要素以外に
、決定されたキーワード要素はまた、キーワードから特殊文字を削除した後に残るキーワ
ード要素、キーワードに近い意味を有するキーワード要素、キーワードが属する情報カテ
ゴリに関連すると決定されるキーワード要素、および他のキーワードとキーワードとの共
起の確率に基づいて決定されるキーワード要素など、１つ以上の種類を含むことができる
。具体的には、英語のキーワードの場合、決定されたキーワード要素は、キーワードの文
字の大文字と小文字の変換後に得られるキーワード要素をさらに含むことができる。
【００３１】
　一般的に、キーワード要素に含まれる文字の数は、キーワード自体に含まれる文字の数
より少ない。したがって、キーワード要素に基づいて得られる検索結果の数は通常、キー
ワードに基づいて得られる検索結果の数より多い。
【００３２】
　ブロック１２では、キーワードに基づいて得られたそれぞれの検索結果に対して、キー
ワード要素、検索結果、ならびに検索結果とキーワード要素との関連性を測定するために
使用される第１の関連性値の間の予め記憶された対応関係から、キーワードに基づいて得
られた検索結果および決定されたキーワード要素の両方に対応する第１の関連性値を個別
に決定する。
【００３３】
　この実施形態では、検索結果のランク付けスコアを計算する効率を確保するために、検
索結果とキーワード要素との関連性を測定するために使用される第１の関連性値は、予め
計算され、記憶されてもよい。検索結果のランク付けスコアが後の段階で計算されるとき
、キーワードに基づいて得られた検索結果に対応する第１の関連性値が、記憶された第１
の関連性値から直接選択されてもよい。第１の関連性値を計算するときに参照されるキー
ワード要素がユーザによって検索エンジンに予め入力されたキーワードに基づいて統計的
に生成され得ることに留意されたい。このようなキーワードは、検索エンジンに予め入力
されたすべてのキーワード、および／または検索エンジンに入力されたキーワードの間の
所定の閾値より高い入力率を有するキーワードなどであってもよい。
【００３４】
　具体的には、第１の関連性値は、既存の技術において比較的十分に開発されている勾配
ブースト決定木（ＧＢＤＴ）モデルまたは線形モデルを使用して計算されてもよい。これ
ら２つのモデルを使用して第１の関連性値を計算する特定の例は、後節において提供され
、本明細書に重複して記載されない。上記のモデルを使用して第１の関連性値を計算する
際に、キーワード要素、検索結果、ならびに検索結果とキーワード要素との関連性を測定
するために使用される第１の関連性値の間の対応関係は、検索結果のランク付けスコアが
後の段階で計算されるときにデータ支援を提供するためにそれに応じて記憶されてもよい
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。
【００３５】
　ブロック１３では、キーワードと決定されたキーワード要素との関連性を測定するため
に使用される第２の関連性値を決定する。
【００３６】
　この実施形態では、いくつかの方法が第２の関連性値を計算するために使用されてもよ
い。例えば、第２の関連性値は、キーワードとキーワード要素とのテキスト関連性、それ
ぞれの関係者が属する情報カテゴリ間の関連性、または共起の確率（共起確率と略称され
る）に基づいて計算されてもよい。
【００３７】
　テキスト関連性に基づいて第２の関連性値を計算する特定の手法は、キーワードとキー
ワード要素とのテキスト一致度を測定するテキスト一致値を決定することと、決定された
テキスト一致値に基づいて、第２の関連性値とテキスト一致値との予め構成された対応関
係からテキスト一致値に対応する第２の関連性値を決定することとを含む。
【００３８】
　カテゴリ関連性に基づいて第２の関連性値を計算する特定の手法は、キーワードおよび
キーワード要素が属するそれぞれの情報カテゴリ間の関連性度に基づいて第２の関連性値
を計算することを含む。
【００３９】
　共起確率に基づいて第２の関連性値を計算する特定の手法は、キーワードおよびキーワ
ード要素が同一のテキストで共起する確率に基づいて第２の関連性値を計算することを含
む。
【００４０】
　これらの計算方法を実施する詳細が後続の例示的な実施形態に記載され、したがって本
明細書に重複して記載されない。
【００４１】
　ブロック１２およびブロック１３の実行の上記順が逆転され得ることに留意されたい。
また、ブロック１２およびブロック１３は、並行して実行されてもよい。
【００４２】
　ブロック１４では、第１の関連性スコアおよび第２の関連性スコアを使用して、キーワ
ードに基づいて求められるそれぞれの検索結果に対してランク付けスコアを決定する。
【００４３】
　この実施形態では、ブロック１４は、多くの異なる手法で実施されてもよい。下記は、
これらの手法の実施プロセスの説明を提供する。
【００４４】
　第１の手法：
　キーワードに基づいて求められるそれぞれの検索結果に対して、以下のプロセスが行わ
れる。　
　最初に、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、このキーワード要素がキーワ
ードとして使用される検索結果が提示されるたびに、最高広告収入のデータ値を決定し、
　次に、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果とキーワード要素との
関連性を測定するために使用される第１の関連性値、キーワードとキーワード要素との関
連性を測定するために使用される第２の関連性値、および最高広告収入の対応するデータ
値に基づいて、検索結果のランク付けスコアを決定し、
　最後に、それぞれのキーワード要素の決定されたランク付けスコアから、検索結果と関
連付けられるランク付けスコアとして最高スコアを選択する。
【００４５】
　第２の手法：
　第２の手法は、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果とキーワード
要素との関連性を測定するために使用される第１の関連性値、キーワードとキーワード要
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素との関連性を測定するために使用される第２の関連性値、および最高広告収入の対応す
るデータ値に基づいて、検索結果のランク付けスコアを決定する第１の手法とは異なり、
以下の手順を含むことができる。　
　最初に、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果が属する情報カテゴ
リとキーワード要素が属する情報カテゴリとの関連性を測定するために使用されるカテゴ
リ特性スコアを決定し、
　次に、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果とキーワード要素との
関連性を測定するために使用される第１の関連性値、キーワードとキーワード要素との関
連性を測定するために使用される第２の関連性値、最高広告収入の対応するデータ値、お
よび対応するカテゴリ特性スコアに基づいて、検索結果のランク付けスコアを決定する。
【００４６】
　第３の手法：
　第３の手法は、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果とキーワード
要素との関連性を測定するために使用される第１の関連性値、キーワードとキーワード要
素との関連性を測定するために使用される第２の関連性値、および最高広告収入の対応す
るデータ値に基づいて、検索結果のランク付けスコアを決定する第１の手法とは異なり、
以下の手順を含むことができる。　
　それぞれの決定されたキーワード要素に対して、そのキーワード要素がキーワードとし
て使用されるときに検索結果のクリック率を決定し、
　それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果とキーワード要素との関連性
を測定するために使用される第１の関連性値、キーワードとキーワード要素との関連性を
測定するために使用される第２の関連性値、最高広告収入の対応するデータ値、およびク
リック率に基づいて、検索結果のランク付けスコアを決定する。
【００４７】
　第４の手法：
　第４の手法は、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果とキーワード
要素との関連性を測定するために使用される第１の関連性値、キーワードとキーワード要
素との関連性を測定するために使用される第２の関連性値、最高広告収入の対応するデー
タ値、およびクリック率に基づいて、検索結果のランク付けスコアを決定する第３の手法
とは異なり、以下の手順を含むことができる：
　最初に、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果が属する情報カテゴ
リとキーワード要素が属する情報カテゴリとの関連性を測定するために使用されるカテゴ
リ特性スコアを決定し、
　次いで、それぞれの決定されたキーワード要素に対して、検索結果とキーワード要素と
の関連性を測定するために使用される第１の関連性値、キーワードとキーワード要素との
関連性を測定するために使用される第２の関連性値、最高広告収入の対応するデータ値、
対応するクリック率、およびカテゴリ特性スコアに基づいて、検索結果のランク付けスコ
アを決定する。
【００４８】
　ロングテールキーワードの場合、それに基づいて得られる検索結果の数は非常に少ない
。これらの少ない検索結果を考慮して、ユーザは、検索結果の数がユーザの期待に応えな
いため、任意の検索結果をクリックすることをあきらめるか、またはユーザの検索意図を
無視し、１つずつ検索結果をクリックするかのいずれかであり得る。これは通常、上記の
クリック率が実際にユーザの検索意図とのその関係を測定するのを困難にする。したがっ
て、第１および第２の手法は、この実施形態に用いられるのが好ましい。これら２つの手
法の共通点は、クリック率の影響がランク付けスコアの計算に含まれないことである。
【００４９】
　ブロック１５では、それぞれの検索結果のランク付けスコアを使用して、キーワードに
基づいて得られた検索結果のランク付け順を指示するために使用されるランク付け情報を
決定する。
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【００５０】
　この実施形態では、このブロックを実施する主要な関係者は、検索エンジン装置、また
は検索結果のランク付け専用であり、検索エンジン装置から独立し、かつそれとは別個で
ある検索結果ランク付け装置であってもよい。
【００５１】
　本開示の実施形態によって提供される上記の技術的方式を使用して、ロングテールキー
ワードの場合、ロングテールキーワードと対応する検索結果との関連性を測定する関連性
値を直接計算する数式［１］などの数式が必要とされなくてもよい。その代わりに、ロン
グテールキーワードと検索結果との関連性は、ロングテールキーワードとキーワード要素
との関連性ならびにキーワード要素と検索結果との関連性に変換される。キーワード要素
に基づいて得られる検索結果の数が通常、ロングテールキーワードに基づいて得られる検
索結果の数より多いため、クリックフィードバックに関連し、かつキーワード要素と検索
結果との関連性を測定する関連性値を計算するのに使用される固有ベクトルは比較的正確
である。したがって、ランク付けスコアの精度、それ故、検索結果のランク付けの精度が
改善され、ひいては検索サーバの作業負荷およびネットワーク帯域の占有を低減する。
【００５２】
　検索結果をランク付けするための上記の例示的な方法に基づいて、本開示の実施形態は
、検索方法をさらに提供する。本方法は、以下の手順を具体的に含むことができる。　
　最初に、キーワードを含む検索要求を受信し、
　次いで、検索要求に含まれるキーワードに基づいて対応する検索結果を求め、ランク付
け情報が本開示の実施形態において提供されるような検索結果をランク付けする方法、す
なわち、図１に示されるような方法、またはその方法から生じる方法を使用して決定され
得る、求められた検索結果のランク付け順を指示するために使用されるランク付け情報を
決定し、
　最後に、求められた検索結果および決定されたランク付け情報を検索要求に対応する送
信者の装置に送信し、ランク付け情報に従って求められた検索結果を順序付けるように送
信者の装置に指示する。
【００５３】
　この実施形態において提供される検索方法よって、キーワード要素に基づいて得られる
検索結果の数は通常、ロングテールキーワードに基づいて得られる検索結果の数と比較し
てより多い。したがって、例えば、図１に示されるような方法、またはその方法から生じ
る方法を使用して決定されるランク付け情報はより正確である。したがって、送信者の装
置は、このようなランク付け情報に基づいて検索結果のより正確なランク付けを行うこと
ができ、それ故に検索結果の不正確なランク付けに起因する、正確なランク付け結果を得
る検索要求を送信者の装置により繰り返し送信することによって引き起こされる大量のシ
ステムリソースを浪費する問題を避けることができる。
【００５４】
　本開示の実施形態において提供される上記の方式を実施するプロセスが実用性とともに
以下に詳細に記載される。
【００５５】
　上記方式を行うために確立されるシステムアーキテクチャが最初に本明細書に紹介され
る。本システムアーキテクチャは、図２に例示され、アプリケーション層２１２、論理層
２１４、およびデータ層２１６に分割されてもよい。
【００５６】
　アプリケーション層における主装置はユーザクライアント２０２であり、これは、ユー
ザからユーザインターフェースを介して入力されるキーワードを受信するように構成され
、論理層の検索結果ランク付けモジュールから送信されるランク付け情報による入力され
たキーワードに基づいて求められる検索結果をランク付けおよび提示するようにさらに構
成される。
【００５７】
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　論理層における主装置は、オンラインリアルタイム関連性計算モジュール２０４および
検索結果ランク付けモジュール２０６である。オンラインリアルタイム関連性計算モジュ
ール２０４は、アプリケーション層のユーザクライアント２０２から受信されるキーワー
ドに関連するキーワード要素を決定し、かつキーワードとキーワード要素との関連性を測
定するために使用されるそれぞれの第２の関連性値を決定するように主に構成される。さ
らに、オンラインリアルタイム関連性計算モジュール２０６は、データ層における関連性
値データベース内に記憶される３つの関係者（キーワード要素、検索結果、ならびにキー
ワード要素と検索結果との関連性を測定するために使用される第１の関連性値）間の対応
関係に基づいて、キーワードに関連するキーワード要素およびキーワードに基づいて得ら
れた検索結果の両方に対応する第１の関連性値を決定し、かつキーワードに基づいて得ら
れる検索結果のそれぞれに対して、対応する第１の関連性値および対応する第２の関連性
値に基づいてランク付けスコアを決定する動作を行うように構成される。キーワードとキ
ーワード要素との関係は、キーワードがキーワード要素と同一または類似の意味を有し、
かつキーワードが通常、複数のキーワード要素に分割され得ることであることに留意され
たい。例えば、キーワード「中国人民銀行」は、「中国」、「人民」、「銀行」、「中国
の人民」、「人民の銀行」、「中国の銀行」などのようなキーワード要素に分割されても
よい。論理層に含まれる検索結果ランク付けモジュール２０６は、オンラインリアルタイ
ム関連性計算モジュール２０４によって得られるランク付けスコアに基づいて検索結果の
ランク付け順を指示するように使用されるランク付け情報を決定するように主に構成され
てもよい。
【００５８】
　データ層における主装置は、オフライン完全関連性計算モジュール２０８および関連性
値データベース２１０である。オフライン関連性値計算モジュール２０８は、キーワード
要素とキーワード要素に基づいて得られる検索結果との関連性値を計算するように構成さ
れる。関連性値データベース２１０は、記憶デバイスであり、キーワード要素、検索結果
、およびそれに応じてオフライン完全関連性値計算モジュール２０８によって得られた関
連性値を記憶するように構成される。
【００５９】
　図２に例示されるシステムアーキテクチャに基づいて、実際に本開示の実施形態におい
て提供される方法を実施するプロセスの詳細は、図３に例示されるようにブロックに分割
されてもよい。これらのブロックは一般的に、ブロック３１およびブロック３２がオフラ
イン処理ブロックである２つの部分に分割されてもよく、この目的は、ランク付けスコア
の後続の決定に対するデータ支援を提供するためにキーワード要素と対応する検索結果と
の関連性値を決定および記憶することである。ブロック３３～３９は、オンライン処理ブ
ロックであり、この目的は、オフライン処理ブロックで決定された関連性値を使用して、
キーワードに基づいて求められる検索結果のランク付けスコアを決定し、ランク付けスコ
アに従って検索結果をランク付けすることである。
【００６０】
　これらのブロックは、以下に詳細に記載される。
【００６１】
　ブロック３１では、特定のキーワード要素に対して、オフライン完全関連性計算モジュ
ールは、検索キーワードとしてこれらのキーワード要素を使用して得られる検索結果を決
定し、キーワード要素と対応する検索結果との関連性を測定するために使用される第１の
関連性値を計算する。
【００６２】
　第１の関連性値を計算するための計算モデルは、ＧＢＤＴモデルまたは線形モデルなど
であってもよい。これらのモデルが既存の技術において比較的十分に開発され、かつ頻繁
に用いられるモデルであるため、それらの実施原理の簡単な説明のみ下記に提供される。
【００６３】
　ＧＢＤＴモデルは、複数（通常、百超）の決定木で構成される計算モデルである。第１
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れる固有ベクトル（例えば、表１における固有ベクトルｖ１～ｖｎのうちのいずれか）に
最初に割り当てられ、次いで、このモデルにおける決定木のそれぞれは、キーワード要素
と検索結果との関連性を測定するために使用される第１の関連性値を得るために、この初
期の第１の関連性値を調整するように通過される。ｊ番目のキーワード要素とｊ番目のキ
ーワード要素に基づいて得られるｉ番目の検索結果との関連性を測定するために使用され
る第１の関連性値Ｘｉｊを例にとってみる。ＧＢＤＴモデルによれば、Ｘｉｊは、以下の
数式［３］に示されるように計算されてもよい。　
【００６４】
【数３】

【００６５】
　式中、ｖｚがＧＢＤＴモデルに入力される固有ベクトルであり、
【００６６】

【数４】

【００６７】
がＧＢＤＴモデルの固有ベクトルｖｚに割り当てられる初期の第１の関連性値であり、ｋ
がＧＢＤＴモデルに含まれる決定木の数であり、
【００６８】

【数５】

【００６９】
が、lが１≦l≦ｋを満たす、l番目の決定木の重みであり、Ｔl（ｖｚ）が初期の第１の関
連性値を調整するためにl番目の決定木によって使用される調整関数である。
【００７０】
　上記のＧＢＤＴモデルに加えて、第１の関連性値は、線形モデルを使用して代わりに計
算されてもよい。一般的に、線形モデルを使用して第１の関連性値を計算する方法は、比
較的単純であり、固有ベクトルの加重和を計算することによって通常行われてもよい。特
定の数式は、前述の節における数式［２］を指すことができ、本明細書に重複して記載さ
れない。
【００７１】
　ブロック３２では、関連性値データベースは、キーワード要素、検索結果、およびそれ
に応じてオフライン完全関連性計算モジュールによって得られた第１の関連性値を記憶す
る。
【００７２】
　第１の関連性値、検索結果、およびそれに応じてキーワード要素を記憶する関連性値デ
ータベースの目的は、検索結果のランク付けスコアを決定することにおいてオンラインリ
アルタイム関連性計算モジュールに対するデータ支援を提供することである。
【００７３】
　ｊ番目のキーワード要素の場合、対応する検索結果および対応する第１の関連性値でそ
れに応じてそれを記憶する手法が表２に示される。　
【００７４】
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【表２】

【００７５】
　ブロック３３では、ユーザクライアントは、ユーザによってユーザインターフェースを
介して入力されるキーワードを受信し、オンラインリアルタイム関連性計算モジュールに
受信されたキーワードを提供する。
【００７６】
　ブロック３４では、オンラインリアルタイム関連性計算モジュールは、ユーザクライア
ントから送信されるキーワードに関連するキーワード要素を決定する。
【００７７】
　ブロック３４では、オンラインリアルタイム関連性計算モジュールは、ＱＲなどの技術
を使用して、ユーザクライアントから送信されるキーワードに関連するキーワード要素を
決定することができる。一般的に、キーワードを分割することによって生成されるキーワ
ード要素以外に、決定されたキーワード要素はまた、キーワードから特殊文字を削除した
後に残るキーワード要素、キーワードに近い意味を有するキーワード要素、キーワードが
属する情報カテゴリに関連すると決定されるキーワード要素、他のキーワードとそのキー
ワードとの共起の確率に基づいて決定されるキーワード要素など、１つ以上の種類を含む
ことができる。特に、英語のキーワードの場合、決定されたキーワード要素は、キーワー
ドの文字の大文字と小文字の変換後に得られるキーワード要素をさらに含むことができる
。
【００７８】
　同一キーワードのために決定されるキーワード要素の間の共通点は、これらのキーワー
ド要素とキーワードとのある関連性の存在である。この関連性は、異なる視点から測定さ
れてもよい。例えば、キーワード要素の検索結果とキーワードの検索結果との一致度は、
キーワード要素とキーワードとの関連性を直観的に決定するために使用されてもよく、一
致度が高ければ高いほど関連性は高くなる。その逆は、関連性がより低いことを意味する
。
【００７９】
　ブロック３５では、オンラインリアルタイム関連性計算モジュールは、キーワードとブ
ロック３４で決定されたキーワード要素との関連性を測定するために使用される第２の関
連性値を決定する。
【００８０】
　この実施形態では、第２の関連性値は、多くの異なる手法で計算されてもよい。例えば
、第２の関連性値は、キーワードとキーワード要素とのテキスト関連性、キーワードおよ
びキーワード要素が属するそれぞれの情報カテゴリ間の関連性、またはキーワードとキー
ワード要素との共起の確率（共起確率と略称される）に基づいて計算されてもよい。
【００８１】
　テキスト関連性を使用して第２の関連性値を計算する特定の手法は、キーワードとそれ
ぞれのキーワード要素とのテキスト一致度を測定するために使用されるテキスト一致値を
決定すること、決定されたテキスト一致値に基づいて、第２の関連性値とテキスト一致値
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との予め構成された対応関係からそれぞれのテキスト一致値に対応する第２の関連性値を
選択することとを含む。第２の関連性値とテキスト一致値との対応関係が設定されるとき
、参照規則としては、テキスト一致値が高ければ高いほど対応する第２の関連性値が大き
くなり、そうでないとテキスト一致値が低ければ低いほど対応する第２の関連性値が小さ
くなることが挙げられ得る。換言すれば、テキスト一致値の昇順は、第２の関連性値の昇
順に対応する。このような対応関係が予め設定されない場合、テキスト一致値は、対応す
る第２の関連性値として直接処理されてもよい。テキスト一致値を使用して第２の関連性
値を計算する例が以下のように記載される。
【００８２】
　キーワード「国立地質公園」を考慮すると、それに関連する決定されたキーワード要素
は、「地質公園」および「国立」であると考えられてもよい。したがって、「国立地質公
園」および「地質公園」は、テキスト一致値が４であると考えられ得ることから４文字を
共通に有すると決定されてもよい。同様に、「国立地質公園」および「国立」は、２文字
を共通に有すると決定されてもよく、したがってテキスト一致率は、２であると考えられ
てもよい。決定された一致値（４および２）に基づいて、テキスト一致値（４および２）
に対応するそれぞれの第２の関連性値は、第２の関連性値と第２の関連性値の昇順でテキ
スト一致値の対応する昇順の規則に従って予め構成されるテキスト一致値との対応関係か
ら決定されてもよい。
【００８３】
　さらに、情報カテゴリの関連性に基づいて第２の関連性値を計算する特定の手法は、キ
ーワードおよびキーワード要素が属するそれぞれの情報カテゴリ間の関連性に基づいて第
２の関連性値を決定することを含む。一般的に、キーワードが属する情報カテゴリおよび
キーワード要素が属する情報カテゴリが類似であるか、または階層関係を有する場合、対
応する第２の関連性値が得られてもよい。例えば、キーワードが「婦人服」の情報カテゴ
リに属する場合、それに関連すると決定されたキーワード要素は、「服装」の情報カテゴ
リに属してもよい。「服装」の情報カテゴリが「婦人服」の情報カテゴリの下の情報サブ
カテゴリであるため、階層関係は、「服装」および「婦人服」のこれら２つの情報カテゴ
リ間で確立され、「婦人服」の情報カテゴリは、「服装」の情報カテゴリより高いレベル
である。この状況下で、キーワードとキーワード要素との関連性を測定するために使用さ
れる第２の関連性値が決定されてもよい。具体的には、第２の関連性値は、この階層関係
と関連付けられる距離によって計算されてもよい。例えば、キーワードが属する情報カテ
ゴリとキーワード要素が属する情報カテゴリとの中間にあるレベルの数が大きければ大き
いほど第２の関連性値が小さくなる。あるいは、第２の関連性値は、キーワードの情報カ
テゴリがキーワード要素の情報カテゴリより高いかまたは低いかどうかに基づいて計算さ
れてもよい。例えば、キーワードが属する情報カテゴリのレベルが第１のキーワード要素
が属する情報カテゴリのレベルより高いが、第２のキーワード要素が属する情報カテゴリ
のレベルより低い場合、キーワードと第１のキーワード要素との関連性を測定するために
使用される第２の関連性値は、キーワードと第２のキーワード要素との関連性を測定する
ために使用される第２の関連性値より大きいように設定されてもよい。
【００８４】
　上記の計算方法に加えて、共起確率を使用して第２の関連性値を計算する特定の手法は
、キーワードおよびキーワード要素が同一のテキストで共起する確率に基づいて第２の関
連性値を計算することを含むことができる。特定の数式は、以下の数式［４］として示さ
れる。　
【００８５】
【数６】

【００８６】
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　式中、Ｙｊがキーワードとそれに関連するｊ番目のキーワード要素との関連性を測定す
る第２の関連性値であり、Ｈｊがキーワードおよびｊ番目のキーワード要素が同一のテキ
ストコレクションで共起する回数であり、Ｈ０ｊが、キーワードがそのテキストコレクシ
ョンで生じる回数であり、Ｈ１ｊが、ｊ番目のキーワード要素がそのテキストコレクショ
ンで生じる回数である。
【００８７】
　ブロック３６では、オンラインリアルタイム関連性計算モジュールは、ブロック３４で
決定されるキーワード要素に対応する第１の関連性値に対する関連性値データベースを問
い合わせる。
【００８８】
　例えば、ｊ番目のキーワード要素の場合、オンラインリアルタイム関連性計算モジュー
ルは、関連性値データベース内に記憶される対応関係（例えば、表２に示されるような）
から第１の関連性値Ｘ１，ｊ～Ｘｒ，ｊのｒ番号を求めることができる。同様に、キーワ
ードに関連する他のキーワード要素に対する第１の関連性値もまた、それに応じて求めら
れてもよい。
【００８９】
　ブロック３７では、オンラインリアルタイム計算モジュールは、決定された第２の関連
性値および求められた第１の関連性値を使用して、キーワードに基づいて求められる検索
結果のランク付けスコアを決定する。
【００９０】
　この実施形態では、検索結果のランク付けスコアを決定するために複数の方法が存在し
てもよい。ランク付けスコアが決定されるｉ番目の検索結果、およびそのキーワードに関
連するｊ番目のキーワード要素が例として使用される。ｊ番目のキーワード要素とｉ番目
の検索結果との関連性を測定する第１の関連性値Ｘｉｊが求められる場合、ｊ番目のキー
ワード要素に関するｉ番目の検索結果のランク付けＳｉは、Ｘｉｊ、ｊ番目のキーワード
要素とキーワードとの関連性を測定するために使用される第２の関連性Ｙｉ、ｊ番目のキ
ーワード要素が検索のキーワードとして使用されるときにｉ番目の検索結果と関連付けら
れるクリック率Ｑｉ、およびｊ番目のキーワード要素が検索のキーワードとして使用され
るｉ番目の検索結果が提示されるたびに得られる最高広告収入のデータ値Ｃｉに基づいて
決定されてもよい。特定の数式は、以下のような数式［５］に参照されてもよい。　
【００９１】
【数７】

【００９２】
　式中、βｉがＳｉに与えるＱｉの影響を調整するために使用される。Ｑｉが通常、統計
値であることに留意されたい。例えば、ユーザがユーザの検索意図を反映して、複数の検
索を行う検索のキーワードとしてｊ番目のキーワード要素を使用するとき、ｉ番目の検索
結果が提示される回数およびｉ番目の検索結果がクリックされる回数は統計的に分析され
てもよい。次に、検索結果と関連付けられるクリック率は、これらの数から計算されても
よい。
【００９３】
　あるいは、ｉ番目の検索結果のランク付けスコアＳｉは、第１の関連性値Ｘｉｊ、第２
の関連性値Ｙｊ、ｊ番目のキーワード要素が検索のキーワードとして使用されるときにｉ
番目の検索結果と関連付けられるクリック率Ｑｉ、ｊ番目のキーワード要素が検索のキー
ワードとして使用されるｉ番目の検索結果が提示されるごとの最高広告収入のデータ値Ｃ

ｉ、およびカテゴリ特性スコアＤｉに基づいて決定されてもよい。カテゴリ特性スコアＤ

ｉは、ｉ番目の検索結果が属する情報カテゴリとｊ番目のキーワード要素が属する情報カ
テゴリとの関連性を測定する値を指す。具体的には、Ｓｉを計算するための数式は、以下
の数式［６］を指すことができる。　
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【００９４】
【数８】

【００９５】
　ロングテールキーワードの場合、それに基づいて得られる検索結果の数は非常に少ない
。これらの少ない検索結果を考慮して、ユーザは、検索結果の数がユーザの期待に応えな
いため、任意の検索結果をクリックすることをあきらめるか、またはユーザの検索意図を
無視し、１つずつ検索結果をクリックするかのいずれかであり得る。これは通常、Ｑｉが
実際にユーザの検索意図とのその関係を測定するのを困難にする。したがって、Ｓｉがこ
の実施形態において計算されるとき、Ｑｉは、上記の数式から削除されてもよい。Ｑｉを
削除することによって、上記の数式［５］および［６］は、数式［７］および［８］とし
て変換されてもよい。　
【００９６】

【数９】

【００９７】
【数１０】

【００９８】
　あるいは、本実施形態は、以下の数式［９］などの簡略化された数式を用いて、Ｓｉを
計算することができる。　
【００９９】
【数１１】

【０１００】
　上記の計算によって、同一の検索結果に関する異なるキーワード要素のランク付けスコ
アが計算されてもよい。この実施形態では、任意の検索結果に対して、リアルタイム関連
性計算モジュールは、限定されないが、検索結果のランク付けスコアとしてその検索結果
に対応する複数の計算されたランク付けスコアから最高ランク付けスコアを選択すること
ができる。したがって、１つのランク付けスコアのみが最後にランク付けのための基準と
してそれぞれの検索結果に対して決定されてもよい。
【０１０１】
　ブロック３８では、検索結果ランク付けモジュールは、オンラインリアルタイム関連性
計算モジュールによって決定されたランク付けスコアに基づいて、検索結果のランク付け
順を指示するために使用されるランク付け情報を決定し、ランク付け情報をユーザクライ
アントに送信する。
【０１０２】
　この実施形態では、ランク付け情報は、検索結果のランク付け順を指示するために特別
に使用される。例えば、１０個の検索結果がキーワードに基づいて求められると考えられ
る（番号１～１０がそれぞれ異なる検索結果を表すと考える）。さらに、検索結果のラン
ク付けスコアに基づくランク付け順は、「２、１、５、８、３、４、９、１０、７、６」
であり、対応するランク付け情報がこのランク付け順を指示するランク付け情報として処
理され得る。
【０１０３】
　ブロック３９では、ユーザクライアントは、検索結果ランク付けモジュールから送信さ
れるランク付け情報に従って検索結果を提示する。プロセスが終了する。
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【０１０４】
　検索結果をランク付けする上記の方式の特質により、この実施形態における方式によっ
て採用されるランク付けモデルは、「２部ランク付けモデル」と呼ばれてもよい。「２部
」のうちの一方の部は、リアルタイムにキーワードとキーワード要素との関連性を測定す
るために使用される第２の関連性値のオンライン計算を指し、他方の部は、キーワード要
素と検索結果との関連性を測定するために使用される第１の関連性値のオフライン完全計
算を指す。
【０１０５】
　本開示の実施形態によって提供される上記の技術的方式を使用して、ロングテールキー
ワードの場合、ロングテールキーワードと検索結果との関連性を測定する関連性値を直接
計算する数式［１］などの数式が必要とされなくてもよい。その代わりに、ロングテール
キーワードと検索結果との関連性は、ロングテールキーワードとキーワード要素との関連
性ならびにキーワード要素と検索結果との関連性に変換される。キーワード要素に基づい
て得られる検索結果の数が通常、ロングテールキーワードに基づいて得られる検索結果の
数より大きいため、クリックフィードバックに関連し、かつキーワード要素と検索結果と
の関連性を測定する関連性値を計算するのに使用される固有ベクトルが比較的正確である
。したがって、ランク付けスコアの精度は改善され、それ故に検索結果のランク付けの精
度を間接的に改善する。
【０１０６】
　ロングテールキーワードに基づいて求められる検索結果をランク付けするために既存の
技術が使用されるときに不正確なランク付けになり得る問題を解決するために、本開示の
実施形態は、検索結果をランク付けする上記の方法に対応する検索結果をランク付けする
ための装置をさらに提供する。本装置の特定の構造が図４に示され、
　キーワードに関連するキーワード要素を決定するように構成されるキーワード要素決定
ユニット４１と、
　キーワードに基づいて得られたそれぞれの検索結果に対して、キーワード要素、検索結
果、および検索結果とキーワード要素との関連性を測定するために使用される第１の関連
性値の間の予め記憶された対応関係から、キーワードに基づいて得られた検索結果および
決定されたキーワード要素の両方に対応する第１の関連性値を別々に決定し、かつキーワ
ードとキーワード要素決定ユニット４１によって決定されたキーワード要素との関連性を
測定するために使用される第２の関連性値を別々に決定するように構成される第１の関連
性値決定ユニット４２と、
　キーワードとキーワード要素決定ユニット４１によって決定されたキーワード要素との
関連性を測定するために使用される第２の関連性値を別々に決定するように構成される第
２の関連性値決定ユニット４３と、
　第１の関連性値決定ユニット４２によって決定された第１の関連性値および第２の関連
性値決定ユニット４３によって決定された第２の関連性値を使用して、キーワードに基づ
いて得られるそれぞれの検索結果のランク付けスコアを別々に決定するように構成される
ランク付けスコア決定ユニット４４と、
　ランク付けスコア決定ユニット４４によって決定されたそれぞれの検索結果のランク付
けスコアに従って検索結果のランク付け順を指示するために使用されるランク付け情報を
決定するように構成されるランク付けユニット４５との機能ユニットを含む。
【０１０７】
　任意に、ランク付けスコア決定ユニット４４の機能の実施に対応して、このユニットは
、
　キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれのキー
ワード要素に対して、キーワード要素が検索のキーワードとして使用される検索結果が提
示されるたびに、得られる最高広告収入のデータ値を決定するように構成される最高広告
収入データ値決定サブユニット４４１と、
　キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれのキー
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ワード要素に対して、検索結果とキーワード要素との関連性を測定するために使用される
第１の関連性値、キーワードとキーワード要素との関連性を測定するために使用される第
２の関連性値、および最高広告収入データ値決定サブユニット４４１によって決定された
最高広告収入のデータ値に基づいて、検索結果のランク付けスコアを決定するように構成
されるランク付けスコア決定サブユニット４４２と、
　関連付けられた検索結果のランク付けスコアとしてランク付けスコア決定サブユニット
４４２によって決定されたキーワード要素のランク付けから最高ランク付けスコアを選択
するように構成されるランク付けスコア選択サブユニット４４３と、を含む図４に例示さ
れるような機能的サブユニットに分割されてもよい。
【０１０８】
　任意に、ランク付けスコア決定サブユニット４４２の機能の実施に対応して、このユニ
ットは、
　キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれのキー
ワード要素に対して、検索結果が属する情報カテゴリとキーワード要素が属する情報カテ
ゴリとの関連性を測定するカテゴリ特性スコア値を決定するように構成されるカテゴリ特
性スコア決定モジュールと、
　キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれのキー
ワード要素に対して、検索結果とキーワード要素との関連性を測定するために使用される
第１の関連性値、キーワードとキーワード要素との関連性を測定するために使用される第
２の関連性値、最高広告収入の対応するデータ値、およびカテゴリ特性スコア決定モジュ
ールによって決定されたカテゴリ特性スコアに基づいて、検索結果のランク付けスコアを
決定するように構成されるランク付けスコア決定モジュールと、を含む機能的モジュール
に分割されてもよい。
【０１０９】
　任意に、ランク付けスコア決定サブユニット４４２の機能の実施に対応して、このユニ
ットは、
　キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれのキー
ワード要素に対して、キーワード要素を使用することが検索のキーワードとして使用され
るときに、検索結果と関連付けられるクリック率を決定するように構成されるクリック率
決定モジュールと、
　キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれのキー
ワード要素に対して、検索結果とキーワード要素との関連性を測定するために使用される
第１の関連性値、キーワードとキーワード要素との関連性を測定するために使用される第
２の関連性値、最高広告収入データ値決定サブユニットによって決定された最高広告収入
の対応するデータ値、およびクリック率決定モジュールによって決定されたクリック率に
基づいて、検索結果のランク付けスコアを決定するように構成されるランク付けスコア決
定モジュールと、を含む機能的モジュールに分割されてもよい。
【０１１０】
　任意に、本開示の実施形態は、上記のランク付けスコア決定モジュールの構造を、
　キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれのキー
ワード要素に対して、検索結果が属する情報カテゴリとキーワード要素が属する情報カテ
ゴリとの関連性を測定するカテゴリ特性スコア値を決定するように構成されるカテゴリ特
性スコア決定サブモジュールと、
　キーワードに基づいて求められたそれぞれの検索結果および決定されたそれぞれのキー
ワード要素に対して、検索結果とキーワード要素との関連性を測定するために使用される
第１の関連性値、キーワードとキーワード要素との関連性を測定するために使用される第
２の関連性値、最高広告収入の対応するデータ値、対応するクリック率、およびカテゴリ
特性スコア決定サブモジュールによって決定された対応するカテゴリ特性スコアに基づい
て、検索結果のランク付けスコアを決定するように構成されるランク付けスコア決定サブ
モジュールと、のサブモジュールにさらに分割することができる。
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【０１１１】
　検索結果をランク付けする上述の装置に基づいて、本開示の実施形態は、検索装置をさ
らに提供する。具体的には、検索装置は、
　キーワードを含む検索要求を受信するように構成される検索要求受信ユニットと、
　検索要求受信ユニットによって受信される検索要求内に含まれるキーワードに基づいて
、関連する検索結果を求めるように構成される検索ユニットと、
　検索ユニットによって求められた検索結果のランク付け順を指示するために使用される
ランク付け情報を決定するように構成されるランク付け情報決定ユニット（具体的には、
ランク付け情報決定ユニットは、図４に示されるような検索結果ランク付け装置、または
検索結果ランク付け装置の機能から生じる検索結果をランク付けする拡張装置を含む）と
、
　検索ユニットによって得られた検索結果およびランク付け情報決定ユニットによって決
定されたランク付け情報を検索要求に対応する送信者の装置に送信し、かつランク付け情
報に従って検索結果を順序付けるように送信者の装置に指示するように構成される送信ユ
ニットと、の機能ユニットを含むことができる。
【０１１２】
　この実施形態において提供される検索方法によって、キーワード要素に基づいて得られ
る検索結果の数は通常、ロングテールキーワードに基づいて得られる検索結果の数と比較
してより大きい。したがって、図４に示されるような装置を使用して決定されるランク付
け情報、または、例えば、その装置から生じる他の拡張装置はより正確である。したがっ
て、送信者の装置は、このようなランク付け情報に基づいて検索結果のより正確なランク
付けを行うことができ、それ故に検索結果の不正確なランク付けに起因する、正確なラン
ク付け結果を得る検索要求を送信者の装置により繰り返し送信することによって引き起こ
される大量のシステムリソースを浪費する問題を避けることができる。
【０１１３】
　当業者であれば、本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく多くの異なる手法で開
示される方法、システム、および装置を変更または修正することができる。したがって、
本開示は、本開示の特許請求の範囲に含まれるすべての修正および変形ならびにそれらの
均等物を包含することが意図される。
【０１１４】
　例えば、図５は、より詳細に上述されるような装置などの例示的な装置５００を例示す
る。一実施形態では、装置５００は、１つ以上のプロセッサ５０１と、ネットワークイン
ターフェース５０２と、メモリ５０３と、入力／出力インターフェース５０４とを含むこ
とができるがこれらに限定されない。
【０１１５】
　メモリ５０３は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）等の揮発性メモリ、および／また
は読取専用メモリ（ＲＯＭ）もしくはフラッシュＲＡＭ等の不揮発性メモリの形態の、コ
ンピュータ可読媒体を含んでもよい。メモリ５０３は、コンピュータ可読媒体の一例であ
る。
【０１１６】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュール
、またはその他のデータ等の情報の格納のための任意の方法または技術で実施される、揮
発性および不揮発性の、リムーバブルおよび非リムーバブル媒体を含む。コンピュータ記
憶媒体の例は、これらに限定されないが、相変化メモリ（ＰＲＡＭ）、スタティックラン
ダムアクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、
他の種類のランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的に消
去可能なプログラマブル読取専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリもしくは他
のメモリ技術、コンパクトディスク読取専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、デジタル多用途デ
ィスク（ＤＶＤ）もしくは他の光学式記憶装置、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディス
ク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、または、コンピュータデバイスによるアクセ
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スのための情報を格納するように使用され得る任意の他の非伝送媒体を含む。本明細書に
おいて定義されるように、コンピュータ可読媒体は、変調データ信号および搬送波等の一
時的な媒体を含まない。
【０１１７】
　メモリ５０３は、プログラムユニット５０５と、プログラムデータ５０６とを含んでも
よい。一実施形態では、プログラムユニット５０５は、キーワード要素決定ユニット５０
７と、第１の関連性値決定ユニット５０８と、第２の関連性値決定ユニット５０９と、ラ
ンク付けスコア決定ユニット５１０と、ランク付けユニット５１１と、検索要求受信ユニ
ット５１２と、検索ユニット５１３と、ランク付け情報決定ユニット５１４と、送信ユニ
ット５１５とを含んでもよい。これらのプログラムユニットならびにこのサブユニットお
よび／またはモジュールに関する詳細は、上述される前述の実施形態において求めること
ができる。

【図１】 【図２】
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【図５】
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